
講
座
・
教
室

相　
談

募　
集

暮
ら
し

暮
ら
し

募　
集

講
座
・
教
室

相　
談

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
1
枚
で
受
診

可
能
に
～
マ
ル
福
・
神
福
お
よ
び
更

生
医
療
・
育
成
医
療
の
受
給
者
へ
～

　
3
月
23
日
か
ら
、
妊
産
婦
神
福
・
神
福

老
人
を
除
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
1

枚
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
利
用
に
あ
た
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
利
用
登
録
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
医
療
費
助
成
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
に
対
応
し
て
い
る
一
部
の
医
療

機
関
を
受
診
し
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
先

⃝�

マ
ル
福
・
神
福
に

　
関
す
る
こ
と

　
国
保
年
金
課

　
℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
4
3

⃝�

更
生
医
療
・
育
成
医
療
に

　
関
す
る
こ
と

　
障
が
い
福
祉
課

　
℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
3
7 問

環
境
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
4
6

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
種
を
配
布

　
青
々
と
成
長
し
た
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
育

て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

配
布
開
始
＝
4
月
15
日（
水
）

配
布
場
所
＝
環
境
課
、
総
合
案
内（
本
庁

舎
）、
市
民
生
活
課（
波
崎
総
合
支
所
・
防

災
セ
ン
タ
ー
）

種
の
種
類
＝
ゴ
ー
ヤ
、
ア
サ
ガ
オ

配
布
数
＝
1
世
帯
に
つ
き
、
各
1
袋（
先

着
順
）

問
こ
ど
も
家
庭
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
2
0
5

児
童
扶
養
手
当
額
の
引
き
上
げ

　
4
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当
額
が
3
・

2
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
本
体
額

全
部
支
給
＝
4
8
0
5
0
円

一
部
支
給
＝
4
8
0
4
0
～
1
1
3
4
0

円■
第
2
子
以
降
加
算
額

全
部
支
給
＝
1
1
3
5
0
円

一
部
支
給
＝
1
1
3
4
0
～
5
6
8
0
円

問
こ
ど
も
政
策
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
2
0
6

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
ス
タ
ー
ト

　
保
護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
月
10

時
間
ま
で
保
育
所（
園
）な
ど
を
利
用
で
き

ま
す
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
子
ど
も

⃝�

0
歳
6
カ
月
～
満
3
歳
未
満（
誕
生
日

の
前
々
日
）

⃝�
保
育
所（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
、
地
域
型
保
育
事
業
、
企
業
主
導
型

保
育
事
業
に
通
っ
て
い
な

い
（
認
可
外
保
育
施
設
に
通
っ

て
い
る
場
合
は
、
利
用
可
）

※�

利
用
方
法
や
実
施
施
設
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
国
保
年
金
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
4
5

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
学
生
の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。
2
0
2
6
年
度
分
は
4
月
か
ら

受
け
付
け
を
開
始
し
、
手
続
き
は
年
度
ご

と
に
必
要
で
す
。

対
象
＝
大
学（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
に
在
籍
す
る
学
生
な
ど
で
、
前
年
所

得
が
基
準
以
下
の
方

【
申
請
方
法
】

■
申
請
書
の
提
出

必
要
書
類

⃝�

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
な
ど
）

⃝�

年
金
番
号
の
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳

や
通
知
な
ど
）

⃝�

学
生
証
の
コ
ピ
ー（
両
面
）ま
た
は
在
学

証
明
書（
原
本
）

⃝�

会
社
な
ど
を
退
職
し
学
生
に
な
っ
た
方

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し

《
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
》

⃝�

代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
別
世
帯
の
方
は
、
委
任
状
も
必
要

申
請
先
＝
国
保
年
金
課
、
市
民
生
活
課
、

年
金
事
務
所

■
電
子
申
請
＝
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
申

請
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
政
策
企
画
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
2
0

経
済
セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査
の
実
施

　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
が
対
象

で
す
。
企
業
の
規
模
な
ど
に
よ
っ
て
、
調
査

方
法
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
経
済

セ
ン
サ
ス
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
水
戸
南
年
金
事
務
所

℡
0
2
9
‐
2
2
7
‐
3
2
7
8

国
民
年
金
保
険
料
の
改
定

　
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ

れ
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
＝
1
7
5
1
0
円

２
０
２
６
年
度
＝
1
7
9
2
0
円

■
納
付
は
前
納
が
お
得
で
す

　

2
年
度
分
を
前
納
す
る
と
最
大

1
7
3
7
0
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、
水
戸
南
年
金
事
務
所

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
　
中
核
機
関
の
設
置

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
障
が

い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

が
、
財
産
侵
害
を
受
け
た
り
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
成
年
後
見
人
な
ど
が
法
律
面

や
生
活
面
で
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
中
核
機
関
を
立
ち
上
げ
、
成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

中
核
機
関
の
主
な
事
業
内
容

⃝�

成
年
後
見
制
度
の
相
談
、
利
用
支
援

⃝�

成
年
後
見
人
な
ど
の
支
援

問
合
先

⃝�

高
齢
者
に
関
す
る
こ
と

　
長
寿
介
護
課

　
℡
0
2
9
9
‐
91
‐
1
7
0
1

⃝�

障
が
い
者
に
関
す
る
こ
と

　
障
が
い
福
祉
課

　
℡
0
2
9
9
‐
77
‐
5
1
1
7

3
月
15
日
号
広
報
か
み
す

お
詫
び
と
訂
正

　

5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た「
日
本
語
ひ
ろ
ば
に

参
加
す
る
人
を
募
集
」の
記
事
に
つ
い
て
、
一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
野
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
時
間
に
つ
い
て
、「
午
後
1
時
30
分
～
3
時
」

と
表
記
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は「
午
後

1
時
15
分
～
2
時
45
分
」で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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